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「東日本大震災からの復興状況」 
（２０１７年１１月１３日、於：ワシントン DC） 

 
皆様、こんにちは。復興大臣の吉野正芳です。本日は、東日本大震災

からの復興の現状と、アメリカの皆様に対するメッセージをお伝え

する機会をいただき、誠にありがとうございます。 

２０１１年３月１１日の東日本大震災では、岩手、宮城、福島をはじ

めとする東北地方沿岸部が、津波による大きな被害を受けました。同

時に、原子力発電所の事故もありました。 

私の自宅は福島県いわき市にあります。やはり津波によって損壊し

ています。 

発災直後、米軍は「トモダチ作戦」と名付けられた大規模な支援活動

を行ってくださいました。アメリカからは、他にも様々な支援をいた

だきました。アメリカ国民の皆様、そして、当時の駐日大使として支

援に御尽力されたルース大使に、心からの感謝をお伝えします。 

ルース大使は、米日カウンシルがアメリカ政府と共に主導する「トモ

ダチ・イニシアチブ」の発案者でもいらっしゃいます。このイニシア

チブにおいては、日米の若者の交流やアメリカ企業の被災地訪問な

ど、大変意義深いプログラムが実施されています。復興庁も微力なが

ら関わらせていただいています。 



 

震災直後から現在に至るまで、国際社会を含む多くの方々の御努力

や支援の成果により、復興は着実に進んでいます。 

被災地の学校、病院、道路等のインフラはほぼ復旧しており、ピーク

時に４７万人いた避難者数は、今では約８万人に減少しています。 

 

住宅再建も着実に進んでおり、街と住宅の再建は来年の春で約 9 割

が完成する見込みです。 

津波被災地域である宮城県と岩手県の復興は、震災から１０年、すな

わち、２０２１年３月までに完成させることを目標としています。 



 

こちらは、震災時にアメリカのレスキューチームが活動した町の１

つ、岩手県釜石市の住宅地の様子です。ご覧のとおり、津波により多

くの家が流されています。 

 

この住宅地は現在、土地が嵩上げされ、宅地の引き渡しが行われてい

ます。 

釜石市は、２０１９年のラグビー・ワールドカップのホストシティに

選ばれました。 



 

次に、原発事故からの復興状況についてお話します。 

現在、福島第一原発から８０ｋｍ圏内の空間線量率は、事故後８か月

後（２０１１年１１月）と比べて約７１％減少しています。 

 

福島県の県面積はおおよそコネチカット州と同じ面積です。このう

ち、現在でも原発事故による避難指示が出ているのは２．７％、マン

ハッタン島６個分ほどの面積のみです。 



 

 

これは空間線量率の世界の各都市との比較です。福島県内の

主要な市の数値が、世界の多くの都市と大きく変わらないこ

とが分かります。 

福島第一原発から５０ｋｍ圏内のマイホームタウン、いわき

市の数値は、ニューヨークとほぼ同じです。 

 

 

 

 

 



 

原発事故に関連して、食品安全に対する取組をお伝えします。 

 

食品の放射性物質への低減対策により、国内・国際市場に流

通する食品の安全は確保されています。 

また、科学的根拠により設定された世界で最も厳しいレベル

の検査を行っています。基準値を満たすものが市場に流通す

るようになっています。 

 

日本における基準値は、１ｋｇあたり１００ベクレルの検査

値を超えた一般食品は流通させないというものです。 

アメリカは１ｋｇあたり１２００ベクレルの上限を設定し

ています。 



 

日本産の食品中に含まれる放射性物質について、例えば野菜類、お茶、

畜産物はこの５年間の検査で基準値を超えたものはありません。 

 

福島県産の米は２０１５年産米以降は、基準値を超過したものはあ

りません。こちらは、１つ１つの米袋を検査する様子です。 



 

福島県産の海産物についても、２０１５年４月以降は基準値

を超える割合がゼロとなっています。 

 

こうした日本の食品安全管理やモニタリングの体制につい

ては、IAEA、FAOといった国際機関からも適切であるとの評

価を得ています。 

 

また，日米経済対話においても，原発事故に起因する米国の

規制について議論が行われ、規制が徐々に撤廃・緩和されて

います。 
 

 



 

国内の消費者の間でも、福島産食品の購入について震災直後

は落ち込みましたが、回復してきております。 

福島県内の学校給食での地場産品の利用も、現在では震災前

とほぼ同じ水準まで回復しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

最後に、東北地方の魅力についてお話します。これは、岩手県の鍾乳

洞、「龍泉洞」です。龍泉洞の湧水は、昔から「一口飲むと３年長生

きする」と親しまれていました。地元の人たちに周囲の環境と共に大

切に守られてきた水です。皆さんのカンファレンスバッグの中に、こ

の水を使って作られたコーヒーを入れさせていただいています。こ

の場でお飲みいただくことはできませんが、ご自宅で味わって 

みてください。 

東北地方には景勝地が多く、一年を通じて美しい景色を眺め、魅力的

な自然の中でレジャーを楽しむことができます。また、歴史遺産も豊

富です。１５秒ですが、国際観光振興機構の作成した PR動画をご覧

ください。 

（動画：https://www.youtube.com/watch?v=8aNqJA517Oc  

UNEXPECTED JAPAN –THE TREASURELAND, TOHOKU (JNTO)） 

https://www.youtube.com/watch?v=8aNqJA517Oc


 
 

 

 

東北地方に来られる機会がありましたら、新鮮な魚介類を味

わって下さい。また、福島県の桃は外国市場でも人気の高級

品です。東南アジア市場を中心に多くの桃が輸出されていま

す。東北地方は日本酒でも有名です。今年の鑑評会における

新酒の金賞受賞数は福島県が１位、宮城県が２位でした。福

島県はこの鑑評会で５年連続１位となっています。 
 

 

 

 

 

 

 



 

東日本大震災は、マグニチュード９．０の、１９００年以降の世界で

４番目に大きな地震でした。１９，５７５名の命が失われ、２，５７

７名が今だに行方不明になっています。全壊した建物は、約１２万戸

におよびます。 

このような大災害を経験してもなお、被災地において人々は復興を

進めるだけでなく、後世に受け継ぐべき震災の教訓を体系化したり、

産業を新しい方法で発展させています。被災地にはアメリカの人々

と共有したい知見が沢山あります。 

その意味でも「トモダチ・イニシアチブ」が行っている被災地訪問プ

ログラムを大変意義深く思います。 

 

「トモダチ・イニシアチブ」は、被災地の人々を中心とする日本人と

アメリカ人が一緒に困難に立ち向かい、知見を共有し、未来を創造す

ることを可能にしてきました。 

この崇高なイニシアチブを主導するアメリカ政府と米日カウンシル

に対し、改めて感謝と敬意を示させていただき、私の講演を終わらせ

ていただきます。（了） 


